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１．はじめに
本学では、2009年４月に情報処理室が全面的にリニューアルされた。情報処理機器を入れ替え、
使用するソフトウェアの変更も行われた。そこで本稿では、学生アンケートを元に、リニューアル
における改善効果の結果を報告する。また、2007年４月に本学学生に対して情報リテラシー教育に
関する調査を行った経緯があるが、さらにその後の追跡調査により、どのように学生の意識や行動
が変化したのかを明らかにしたい。そしてこれらのことから、情報処理室及び情報処理機器につい
ての、今後の運営に関する課題とその対策案をまとめる。尚、学生アンケートの有効回答は、１年
生149人、２年生101人、３年生75人である。
２．情報処理室のリニューアルの目的
情報処理室のリニューアルの目的は、教育環境水準の維持、資格試験の会場化等の学生サービス
向上、システム管理の一元化である。
まず、教育環境水準の維持については、最新Office製品の導入、動画・音声などマルチメディア
対応などが挙げられる。教育環境水準を維持するということは、学生に学習機会を滞りなく与えた
り、学内のさまざまな情報資産を守ったりすることにつながる。具体的な対応として、最新Office
製品の導入について述べる。本学では、従来オペレーティングシステム（OS）にWindows XPを
使っていたのでOffice2003をOffice製品としていたが、今回オペレーティングシステムをVista
に改め、Office製品もOffice2007を使うことにした。これは、Office2007がビジネス社会で浸透し
てきており、安定的に稼動している実績を踏まえて、本学でも早々にOffice2007に対応した指導が
必要だと判断したからである。動画・音声などマルチメディア対応で具体的に行ったことは、イン
ターネットにおける動画再生や音声再生において、スムーズな動きを維持できることに着目し、充
分なハードスペックをクライアント、サーバー、ネットワークについて保証できるようにしたこと
である。併せて各クライアントでの DVD読取ドライブの装備、各クライアントからのプロジェクタ
への投影などの機能も充実させることとした。
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次に、学生サービス向上として、各種試験などを学内で受験できるようにすることが挙げられる。
取り分け日商 PC検定は、日本商工会議所及び各地商工会議所が実施する検定であり、本学のコン
ピュータリテラシー演習で、充分な時間を割いて学ぶことになっている。ビジネス現場で力が発揮
できる知識と技能をどこまで身につけたかを証明できる日商 PC検定は、本学における情報関連の
推奨資格のひとつである。将来的には、他の資格試験の会場認定も受けられるような設備を整える
ことを念頭においている。
最後に、システム管理の一元化については、ソフトウェアやデータのスムーズな入れ替え、個人
情報など重要データの漏洩防止（シンクライアント化）、不正アクセスの防止（生体認証の利用）な
どがある。例えば、全クライアントのシステム環境を変更するのに、クライアント台数とともに比
例して手間がかかるようでは、システム管理者が日常の雑務に追われることになる。また、システ
ム管理について付け加えると、個人情報の取り扱いをはじめ、情報漏えいについて充分な対策を施
す必要がある。そこで、各々のクライアントには、一切データやプログラムを持たずに、必要に応
じてデータ等が保管されているサーバーから持ってくる方式が有効となる。いわゆるシンクライア
ントの導入である。シンクライアント方式は、一般のパソコンに装備されているハードディスクへ
の保管ができなくなっており、ネットワークを通して必要なソフトウェアやデータを引き出す方式
である。この方式であれば、導入済みのソフトウェアをバージョンアップするとき、配信サーバー
に一度限り新バージョンを設定するだけで済むので、運用管理コストの削減につながる。また、シ
ンクライアントであれば、万一盗難などがあっても、データ等がクライアントのハードディスクに
入っていないので、情報漏えい対策も強化されることになる。さらに本学では、不正アクセスの防
止策として生体認証の仕組みを取り入れることにした。この方法であれば、成り済ましができなく
なり、より高いセキュリティレベルが保てることになる。
本学では、このような目的を掲げ、2007年度、2008年度と情報処理室リニューアルについて学内
委員会で充分な検討を行い、最終的に３社のコンペを経て、2009年４月に情報処理室がリニューア
ルされた。
３．学生アンケートの結果
１）情報処理室の利用状況
本学の情報処理室は、授業で使用していない限り、学生は自由に利用することができる。しかし
ながら、どの程度の利用されているのか、データがなかったので、今回１・２年生を対象に利用状
況を確認した（図表１ 情報処理室の利用）。その結果、１・２年生とも半数以上の学生が利用して
いることがわかった。１年生は、慣れていないのにもかかわらず53.7％が情報処理室を自主的に利
用しており、２年生にいたっては63.8％が自主的に利用している。また、利用頻度としては１週間
につき２～３回程度が最も多いという結果が判明した。
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図表１ 情報処理室の利用
１年生 ２年生
6.7％ ４～５回／週
利用している 53.7％ 63.8％ 34.2％ ２～３回／週
22.9％ １回／週
利用せず 46.3％ 36.2％ ―
次に、リニューアル前の情報処理室とリニューアル後の情報処理室を比べて、学生の意見をアン
ケートで調査した（図表２ 情報処理室の印象）。２年生を対象にしたアンケート結果であるが、総
合的に良くなったと回答した学生が約半分であった。逆に、悪くなったと回答した学生は僅か７％
にしか過ぎない。では、どのような点が良くなったかというと、設備が良くなった、きれいになっ
たと答えた学生が多くいたが、表に示した以外に、処理速度が速いとか、提出フォルダーの新設に
よりレポートの提出が便利になったなどの意見が出された。また、逆に悪くなった点は、Office製
品のバージョンが新しくOffice2007になったので使い慣れないとか、シンクライアントになったの
で自由にソフトウェアがインストールできなくなったなどの指摘があった。
図表２ 情報処理室の印象
割合
（延べ件数）
総合的に良くなった 49％
設備が良くなった （45）
きれいになった （42）
近くで画面が見られて便利 （12）
ソフトウェアが充実した （５）
良くも悪くもある 41％
総合的に悪くなった ７％
オフィスツールのバージョンが異なり不便 （41）
自由にインストールできない （10）
不 明 ３％
２）生体認証に関する印象
生体認証を取り入れるべく、情報処理室のリニューアルに合わせて、その設備を整えた。実際の
本格運用は2009年９月からである。本学の生体認証は、手のひらの静脈を利用者の認識判断に使う
もので、あらかじめサーバーに対して各自の手のひらを登録する必要がある。ちょうど手のひらの
静脈写真を撮るようなイメージで、適切な位置で手を暫く静止させて、うまくピントが合って撮影
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できる。この調査段階では、82人のデータしか取れていないので、全体を推測するにはやや無理が
有るが、５分以内に登録が完了する学生もいれば、要領を得なくて20分以上かかってしまう学生も
見られた（図表３ 生体認証の初期登録）。また、手のひら静脈の登録した印象を聞いたところ、半
数以上の学生が思ったより難しかったと答えている。
図表３ 生体認証の初期登録
登録にかかった時間 割合 登録の印象 割合
５分以内 12.2％ 予想より簡単 25.6％
10分以内 31.7％ 予想通り 17.1％
15分以内 26.8％ 予想より難しい 57.3％
20分以内 15.9％
20分超 13.4％
学生が登録した手のひら静脈は、全面的にパスワードに取って代わる。つまり、今まで覚えてお
かなければならなかったパスワードを忘れても、本人がマウスに手をかざすだけで認証できること
になる。実は、本学ではこのパスワードを忘れてしまうという事態が多発していた。この調査は、
2009年４月から２ヶ月間で、パスワードを忘れてしまい、パスワードの再設定を行った学生が何人
いたかを示している（図表４ パスワードの失念）。結果を見てみると、何と１年生の場合は150人
中35人が該当し、２年生でも105人中11人が該当していた。概ね５人に１人が、本学のシステム管理
者に対してパスワードの再発行を依頼したことになる。
図表４ パスワードの失念
１年生 ２年生
調査対象 150 105
パスワード失念 44 27
パスワード再発行 35 11
次に、生体認証の本格運用が開始する前に、生体認証の使い勝手、及びセキュリティの強さにつ
いて調査した（図表５ 生体認証の印象）。対象は、パスワードについて調査した２年生の105人で
ある。その結果、生体認証の使い勝手は、従来のパスワード入力とそれほど変わらないという印象
であった。しかし、生体認証のセキュリティの強さは、従来のパスワード入力に比べて、強くなっ
たと認識している学生が多く見られた。
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図表５ 生体認証の印象
良い 普通 悪い
生体認証の使い勝手 19.0％ 62.0％ 19.0％
生体認証のセキュリティの強さ 60.0％ 38.1％ 1.9％
では、さらに生体認証の手法を仮に変えたらどうなるかを、問うてみた（図表６ 指を使った認
証）。本学では、手のひらの静脈を認証のキーとして登録しているが、これを指に置き換えるとどう
なるか確認したわけである。すると指の登録であっても、全く抵抗がないと答えた学生が７割以上
いたが、逆にかなり抵抗が有ると答えた学生も１割に達しないが存在した。
図表６ 指を使った認証
全く抵抗なし 少し抵抗あり かなり抵抗あり
指の指紋認証 75.2％ 16.2％ 8.6％
指の静脈認証 79.0％ 17.1％ 3.8％
３）メールの利用状況
本学では、学生一人一人に個人メールアドレスを割り当てている。現状としては、学内ではイン
ターネットメールとして利用できるが、自宅などの学外からは利用できない。このようなシステム
環境であるので、やはり学内のメール利用は、それほど浸透していない。ここに示した表（図表７
学内メールの利用状況）は、１年生が149人、２年生が101人、３年生が75人の調査結果である。学
年にばらつきが有るものの、概して利用率は低いといえる。
図表７ 学内メールの利用状況
１年生 ２年生 ３年生
利用している 32.9％ 3.0％ 52.0％
利用せず 67.1％ 97.0％ 48.0％
そこで、自宅から学内メールを使いたいと希望する学生が、どの程度いるか調査した（図表８ 学
外での連絡方法）。しかし、関心度は低く、自宅で学内メールを使いたいと答えた学生は25.7％しか
いない。これについては、情報リテラシーレベルの高い何人かの学生に直接聞き取り確認しても、
学内メールに関して関心は殆どなく、携帯電話のメールで代用していたことからも、裏づけを得て
いる。
しかし、休講やお知らせなど、学内の掲示板で張り紙により通知している内容について、携帯電
話を使ってメール等で知らせて欲しいと望んでいる学生が、非常に多い。約８割の学生が携帯電話
を使った連絡サービスを望んでいる。尚、メールの利用状況調査において、携帯電話を所有してい
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ない学生は、アンケート調査対象の１年生から３年生までで、僅か１人だけであった。
図表８ 学外での連絡方法
はい いいえ 不明
自宅で学内メールを使いたいか 25.7％ 20.0％ 54.3％
携帯電話に学内情報を受けたいか 78.1％ 16.2％ 5.7％
４）２年前のアンケート結果と対比
⑴ Office製品の利用状況
本学において2007年４月に情報処理に関するアンケートを実施し、その結果は当時の本学紀要第
14号??で報告されている。今回は、2009年８月時点で、このときの調査対象者をターゲットとして２
年後の変化を追うことにした。当時１年生であった学生たちも３年生となり、２年間の教育を受け
た結果、どのような変化があったかを明らかにする。最初にOffice製品である、Word、Excel、
Power Pointについて利用状況を比較した。このアンケート調査は、授業で使用したケースは除い
ており、あくまでレポート作成や、発表資料作成や、その他何らかの必要性が生じた場合に、Word、
Excel、Power Pointをツールと利用したかどうかを問うている。
まず、文章作成ソフトウェアであるWordについて、２年間でどのような変化があったか図表で
示す（図表９ Word利用状況の変化）。これによると１年生のときは、Wordを普段から作成して
いる学生が皆無に近い状態で、半数がWordを使っていないか不明という状況であった。しかし、
２年後には、Wordを使わない学生は、殆どいなくなっている。
図表 ９ Word利用状況の変化
2007年度調査（１年生時) 2009年度調査（３年生時)
普段から
作成して
いる
作成した
ことがあ
る
作成しない 不 明
普段から
作成して
いる
作成した
ことがあ
る
作成しない 不 明
Word文章作成 3.7％ 48.5％ 25.4％ 22.4％ 28.0％ 69.3％ 2.7％ 0.0％
Word表作成 0.7％ 38.8％ 33.6％ 26.9％ 12.0％ 82.7％ 5.3％ 0.0％
Word作図 0.0％ 30.6％ 40.3％ 29.1％ 9.3％ 82.7％ 8.0％ 0.0％
では、次に表計算ソフトウェアである Excelについてのアンケート結果を見てみる（図表10
Excel利用状況の変化）。これによると１年生のときは、Excelを普段から作成している学生が皆無
に近い状態で、半数が Excelを使っていないか不明という状況であった。特に Excelの特徴を活か
した Excelの関数やグラフ作成は、経験の無い学生が多く見られた。しかし、２年後には、Wordと
同様の傾向を示しており、Excelを使わない学生は、殆どいなくなっている。
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図表10 Excel利用状況の変化
2007年度調査（１年生時) 2009年度調査（３年生時)
普段から
作成して
いる
作成した
ことがあ
る
作成しない 不 明
普段から
作成して
いる
作成した
ことがあ
る
作成しない 不 明
Excel表作成 1.5％ 56.7％ 18.7％ 23.1％ 30.7％ 66.7％ 2.7％ 0.0％
Excel数式 0.7％ 49.3％ 24.6％ 25.4％ 22.7％ 73.3％ 4.0％ 0.0％
Excel関数 0.7％ 35.1％ 34.3％ 29.9％ 20.0％ 76.0％ 4.0％ 0.0％
Excelグラフ作成 0.0％ 50.0％ 28.4％ 21.6％ 13.3％ 82.7％ 4.0％ 0.0％
最後にOffice製品である Power Pointについてのアンケート結果を見てみる（図表11 Power
 
Point利用状況の変化）。Power Pointは、プレゼンテーションソフトウェアとして優れた機能を有
するが、Word、Excelに比べてなじみが少ない。Word、Excelは、プレインストールされている
パソコンが低価格で販売されているが、Power Pointがプレインストールされている低価格パソコ
ンは、それほど多くない。本学学生に対するアンケート結果でも、Power Point はWord、Excel
に比べて、活用度合いは低い。しかし、１年生の時の２年前のアンケート結果と３年生になってか
らのアンケート結果では、大きな違いが見られる。市場で Power Pointがプレインストールされて
いる低価格パソコンがそれほど増えたわけではないのに、Word、Excelと同様のレベルまで Power
 
Pointを使わない学生が大幅に減少している。
図表11 Power Point利用状況の変化
2007年度調査（１年生時) 2009年度調査（３年生時)
普段から
行ってい
る
行ったこ
とがある
行わない 不 明
普段から
行ってい
る
行ったこ
とがある
行わない 不 明
プレゼン資料 0.0％ 34.3％ 44.0％ 21.7％ 12.0％ 80.0％ 8.0％ 0.0％
プレゼン発表 3.0％ 20.9％ 54.5％ 21.6％ 10.7％ 80.0％ 9.3％ 0.0％
⑵ パソコンの利用状況
当初アンケート時に１年生であった学生たちが３年生となり、パソコンの利用状況がどのように
変化したか、比較してみる。まず、パソコンの利用時間の比較である（図表12 パソコンの利用時
間の変化）。２年前のデータは、自宅でのパソコン利用アンケートのみとなっており、学内の利用ア
ンケート結果は存在しない。そこで、自宅どうしで比較してみると、１年生の時は１日あたりの平
均利用時間が40.1分であったのに対し、３年生の時には91.4分に倍増している。また、１年生の時
は30分未満の利用しかしない学生が40.6％もいたのに、３年生になった現時点では、僅か13.3％に
減少している。さらに、このアンケート結果によると、パソコン利用の底上げだけでなく、３時間
以上の長時間利用者も2.8％から20.0％へと大幅に増加している。
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図表12 パソコンの利用時間の変化
2007年度調査
（１年生時）
2009年度調査
（３年生時）
自 宅 自 宅 学 内
30分未満 40.6％ 13.3％ 25.3％
１時間未満 15.1％ 13.3％ 20.0％
１時間30分未満 10.4％ 21.3％ 32.0％
２時間未満 7.5％ 1.3％ 2.7％
２時間30分未満 0.0％ 9.3％ 5.3％
３時間未満 2.8％ 0.0％ 0.0％
３時間30分未満 0.0％ 12.0％ 1.3％
４時間未満 0.9％ 0.0％ 0.0％
４時間以上 1.9％ 8.0％ 0.0％
不明 20.8％ 21.3％ 13.3％
平均時間数（分） 40.1 91.4 45.4
では、次にどのようなパソコンの利用方法が多いのか、比較してみた（図表13 パソコンの活用
内容の変化）。１年生の時も３年生になってからも、相変わらずホームページやブログの閲覧が多い。
変化した利用方法で特筆すべきことは、文章作成、表計算、プレゼンテーション資料の作成が順位
を上げており、逆にオンラインゲームやパソコンゲームの利用については順位を下げていることで
あろう。
図表13 パソコンの活用内容の変化
2007年度調査（１年生時) 2009年度調査（３年生時)
１ ホームページ・ブログ閲覧 ホームページ・ブログ閲覧
２ パソコンゲーム 文章作成
３ 音楽鑑賞 TV・映画鑑賞
４ TV・映画鑑賞 音楽鑑賞
５ ショッピング 表計算
６ メール ショッピング
７ 文章作成 プレゼンテーション資料作成
８ オンラインゲーム パソコンゲーム
９ ブログへの記事投稿 メール
10 表計算 オンラインゲーム
11 画像製作 ブログへの記事投稿
12 楽曲製作 楽曲製作
13 ホームページ作成 ホームページ作成
14 プレゼンテーション資料作成 プログラミング
15 プログラミング 画像製作
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⑶ 情報に対する興味
今までと同様に、当初アンケート時に１年生であった学生たちが３年生となり、情報についての
意識がどのように変化したか、比較してみる（図表14 情報に対する意識の変化）。前回のアンケー
ト調査と同様に、情報についての定義を明確にしないままでのアンケート調査である。しかし、こ
の２年間で学生の情報に関する理解は深まっていると思われるので、このような単純比較は無理が
有るといえなくもない。
アンケート調査の結果として、情報に関する興味ありと答えた学生は、殆ど変化なく70％台とい
う高水準を維持しているが、情報に関して興味なしと答えた学生は、約30％と大幅に増えている。
曖昧なまま不明としていた学生が、はっきりと情報に関して興味はないと宣言した形となっている。
しかしながら、情報に関して興味ありと答えた学生のうち、約90％が興味の度合いは深まったと回
答している。さらに情報に関して興味が薄れたと回答した学生に理由を確認したところ、会計や販
売やスポーツになどの他分野に興味がシフトするケースがあった。しかし、残念なことに何も興味
がなくなったとか、情報は難しすぎて自分にはあわないと回答した学生もいた。
図表14 情報に対する意識の変化
2007年度調査
（１年生時）
2009年度調査
（３年生時）
興味深さ
(２年前対比)
増加 90.5％
情報に関して興味あり 70.1％ 70.7％ 維持 5.7％
減少 3.8％
情報に関して興味なし 6.0％ 29.3％
不 明 23.9％ 0.0％
４．アンケートの考察
１）情報処理室の利用状況
１・２年生とも半数以上の学生が情報処理室を利用しているのは、2009年４月に情報処理室がリ
ニューアルされたことが引き金となったのかどうか判断はできない。しかし、自主的に１週間につ
き２～３回程度利用している現状を見れば、稼働率はかなり高いといえる。情報関係の授業で、情
報処理室の積極的な利用を勧めているので、その効果があったのかもしれない。
次に、情報処理室のリニューアルに伴い、学生の情報処理室に対する評価がどう変化したかを調
査した。するとリニューアル前の情報処理室とリニューアル後の情報処理室を比べて総合的に良く
なったと回答した学生が約半分であった。設備が良くなったとか、きれいになったという外見的な
観点からの意見以外にも、機器のスペックやフォルダーの利用方法に着目した学生も見られ、学生
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自身の評価が的を射ていると判断できる。
また、逆に悪くなったこととして、Office製品のバージョンが新しくOffice2007になったことを
挙げる学生が多く見られた。今まで使い慣れた操作方法が通用しなくなったので、戸惑いが生じた
ようだ。しかし、これは学内であれ、職場であれ、ソフトウェアのバージョンアップが止まること
はないので、必ず数年に一度は繰り返し経験するハードルである。タイミング的に今年度より
Office製品のバージョンをOffice2007にしたことは、世の中の動きを勘案して適切であったと思わ
れる。なぜなら、コンピュータ操作方法を学ぶのは１・２年生であり、卒業するタイミングで旧バー
ジョンの2003に固執していたのでは、社会に出たとき学んだ成果が発揮できなくなるからだ。また、
シンクライアントになったので、自由にソフトウェアがインストールできなくなったという指摘が
あった。これについては、システム管理の一元化を実現するための犠牲であり、両立させることは
難しい。しかし、導入ソフトウェアを教職員の意見のみならず、学生の意見にも耳を傾けることで、
利用頻度の高く有用性の高いソフトウェアを標準として装備しても良いのではないかと考える。
２）生体認証に関する印象
生体認証の本格運用は2009年９月からであるが、キーとしての役割を果たすために、あらかじめ
手のひらの静脈を登録しなければならない。登録する作業は、思ってたより難しいという印象を持っ
た学生が多く見られたが、一度限りの作業なので、それほど負担にはならないと考えられる。生体
認証の運用開始にともない、学生はパスワードの記憶が必要でなくなるだけでなく、他人の成り済
ましが防止できる。従来のパスワード方式だと、他人の IDとパスワードを使って、ログインするこ
とができたが、生体認証の場合は、本人しかログインできない。これは、銀行ATM で採用されて
いるのを見れば、如何にセキュリティ面で優れているか想像がつくであろう。
では、ここで他大学ではどのような状況になっているか確認してみる。たまたま近隣の大学であ
る新潟国際情報大学??では、指静脈を用いて認証を行っている。そして、単なる認証だけでなく、出
席管理システムと連動させ、出席管理の合理化にも役立てている。本学では、出席管理までは検討
していないが、参考になることは多い。また、本学では、手のひらの静脈を登録するのに対して、
新潟国際情報大学では、指の静脈を登録している。地域的な特性かもしれないが、アジアからの外
国人が多い大阪などでは、指紋でなくても指の記録に対して神経質になることが少なくない。指紋
と指の静脈は全く別物であると説明しても、もともと指の記録に対して敏感な人に理解を求めるの
は、かなり困難なことであろう。
そもそも登録をするということは、サーバー等に保管され、何らかの形で流失する可能性も否定
できない。そこで万一流失したとしても、容易に復元できないような仕組みにしておかなければな
らない。このことは、パスワードといった単なる英数字等の羅列とは異なり、変化することがない
体の一部を使っていることから、万一の場合は長期的に影響を与えてしまうという認識を持たなけ
ればならないことに通じる。
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３）メールの利用状況
学生一人一人に個人メールアドレスを割り当てている割には、学内メールはそれほど活用できて
いるとは言えない。なぜ学内メールを利用しないかというと、必要性があまりないことが挙げられ
る。そもそも、携帯電話のメール機能で充分だというわけだ。携帯電話のメール機能は、パソコン
メールと違ってプッシュ型という特徴を持つ。これは、過去に一世を風靡したポケットベルから発
展した考え方で、いちいちメールが着いたかどうか確認しなくても、自動的に知らせてくれること
を基本的な機能としている。携帯電話の初期段階での開発者は、若者を携帯電話に引き付ける手段
として、ポケットベルを下回ることは許されないと認識していた。そこで携帯電話もプッシュ型で
実現するしかないと考えたのである。
しかし、就職活動が始まると勝手が違ってくる。各企業からの連絡先としてメールアドレスを要
求されることが多くなってきた。しかも携帯電話のメールアドレスは不可とすることも珍しくない。
なぜなら携帯電話のメールアドレスではビジネス文章の添付ファイル機能を保有していないことが
多く、また企業の人事担当者の中には、情報リテラシーレベルを確認する目的で、パソコンの電子
メールを使わせるケースもあるからだ。インターネットに接続できるパソコンは持っていませんと
いう一昔前の言い訳は、今の企業では、まったく通用しない時代になっている。また、細かな話で
あるが、就職希望企業に登録するメールアドレスを、私用で使っている訳のわからないネーミング
のものを知らせることで、印象を悪くすることもある。企業の人事担当者の心象を良くするには、
できる限り大学のドメイン名を使い、これこそフォーマルなメールアドレスだというものを登録す
るべきであろう。そのためには、本学メールアドレスを学内だけでなく、自宅からも使えるように
すべきだと考える。
一方、日常の学生生活において、携帯電話メールの活用は重要なポジションを占める。現在本学
では、休講やお知らせなど、掲示板に張り紙をすることで学生に通知している。また、個別の学生
呼び出しも、同様の方法で行うことが多い。そのために、登校してからはじめて休講を知ったり、
急ぎの学生呼び出しに対応できなかったりすることも少なくない。これに対して、携帯電話を使っ
てメール等で知らせて欲しいと望んでいる学生が、アンケート結果から推測すると、全学生の約８
割も存在する。コミュニケーション手段として揺らぎない地位を築いた携帯電話を活用しない手は
ない。本学も早々に教職員と学生との日常のコミュニケーション手段として携帯電話メールの活用
を積極的に推進すべきであろう。
４）２年前のアンケート結果と対比
⑴ Office製品の利用状況
２年前の当時１年生であった学生たちが３年生となり、どのような変化があったか、興味深いも
のがある。まず、１・２年生の授業で取り扱っているWord、Excel、Power Pointについて比較し
た。すると、Word、Excelについては、大幅に利用者・利用率がアップしている。これは、直接コ
ンピュータリテラシー教育を受けたことに加え、さまざまな授業においてレポートなどの提出にお
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いてWord、Excelを活用したからであろう。また、授業以外の部活においても、名簿の作成や、収
支報告や、部員募集広告などさまざまな場面で、Word、Excelを使用していることから、コンピュー
タリテラシー教育を２年間で学んだ成果が発揮できていると考えられる。しかし、Word、Excelと
比較して、Power Pointの活用度合いは、それほど高くない。本学では１年生からゼミがはじまる
ので、その発表に利用していると思われるが、Power Pointを使っての発表は、未だ一部のゼミに
限られているようだ。コンピュータリテラシーにおける授業でも、２年生の後期に取り扱っている
ので、学生にとってなじみが少ないのかもしれない。
そこでコンピュータリテラシーの授業内容を見直し、１年生の早い段階で、Power Pointのごく
基本的な使い方についての指導を検討する必要がありそうだ。また、パソコン操作指導が中心のコ
ンピュータリテラシー教育に加えて、ビジネスにおける文章作成方法や、データ分析方法及び結果
のビジュアルな表現方法、さらにインパクトのあるプレゼンテーション資料作成方法など、ビジネ
ス社会で直接役に立つノウハウも盛り込んでいく必要があると考えられる。
⑵ パソコンの利用状況
１年生であった学生たちが３年生となり、パソコンの利用状況がどのように変化したか、比較し
てみると、相変わらずホームページやブログの閲覧が多い。いろいろな情報収集や、趣味や興味を
同じにする仲間とのコミュニケーションなどに使われているのであろう。しかし、文章作成、表計
算、プレゼンテーション資料の作成が順位を上げており、これは前述のOffice製品の利用状況と傾
向が合致する。学内でレポート等を作成し、残りを自宅で行うといったことが頻繁に行われている
のであろう。まさに２年間の教育の成果が出て、情報リテラシーのレベルが向上した判断できるで
あろう。
それに対して、オンラインゲームやパソコンゲームの利用については順位を下げているのはなぜ
だろうか。ひとつの理由として興味が薄れてきたということもあるだろうし、アルバイトやその他
の活動で、オンラインゲームやパソコンゲームより優先すべきことが出てきたのかもしれない。逆
の見方として、ゲームの興味は薄れていないが、パソコンを使ったゲームよりも、小型のゲーム専
用機や携帯電話などのゲームを利用することが多くなったのかもしれない。小型のゲーム専用機で、
対戦相手を自由に選べるオンラインゲームが流行しているこの時代、いちいちパソコンを立ち上げ
てまでゲームで遊ぶ気がしない、と考える学生が増えてきたとも考えられる。このあたりの真の原
因は、もう少し掘り下げて調査する必要がある。
⑶ 情報に対する興味
ここまでと同様に、１年生であった学生たちが３年生となり、情報についての意識がどのように
変化したか、比較してみると、情報に関する興味ありと答えた学生は、70％台と殆ど変化がなかっ
た。しかし、そのうち情報に関して興味が深まった学生は90％に達しており、本学での前半の２年
間の影響といえる。
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情報に関して興味が深まったことは、結構なことであるが、その逆の学生もいる。大部分が会計
や販売やスポーツになどの他分野に興味がシフトするケースで、自己確立という面で成長したと捉
えることができる。簿記検定や販売士の資格検定に力を注いだり、スポーツに力を入れたりするな
ど、学生自ら興味を持つことに情熱を注ぐことは素晴らしいことだ。
しかし、残念なことに何も興味がなくなったとか、情報は難しすぎて自分にはあわないとマイナ
ス思考の回答も若干見られた。このような学生は、登校回数が減り不登校になることも少なくなく、
ゆくゆくは退学することになりかねないので、教職員一同協力しあって、学生をきちっとフォロー
していかねばならない。
５．情報処理室と運営に関する提案
１）情報処理室及び情報処理機器についての直接的な課題と改善提案
直接的に学生サービスを向上するものとして、ソフトウェア登録の充実、マルチメディアの利用、
学内情報の携帯電話への配信などがある。ソフトウェア登録の充実については、学生の要望である
自由にソフトウェアを導入したいという要望に対する代替案である。そもそもシンクライアントを
導入すると、勝手にクライアントからソフトウェアを登録しても、次回立ち上げ時にリセットされ
てしまう。そこで、標準装備するソフトウェアの候補をリクエストとして教職員のみならず、学生
からも挙げてもらい、審議を経て認められたものを標準装備すると良いのではないだろうか。
次にマルチメディアの利用であるが、学生からの要望は、直接音声が聞けないことにある。将来
的に英会話学習などのマルチメディア教材を情報処理室で利用可能にするには、自由に使えるマイ
クつきヘッドホンさえあれば準備は整うので実現は容易い。
また、学内情報の携帯電話への配信については、携帯用のサイト画面を作成するとなれば、携帯
電話会社（キャリア）によって画面表示の仕様が異なるのでソフトウェア作成に相応の手間がかかっ
てしまう。そこで早急にニーズを満たすには、まずは携帯電話のメール機能をもちいた通知を実現
することだ。あらかじめ通知を希望する学生から携帯電話のメールアドレスを申請させ、登録完了
の学生からサービスを開始する。但し、学生からの申請があった時点で個人情報に関する取り扱い
の合意や、システム障害など万一不測の事態の取り扱いなども、きちっと合意を得ておかなければ
ならない。
それ以外に、学生の情報リテラシー向上の一環として、コスト意識を植え付けるためにプリンター
の印刷制御ソフトウェアの導入や、学生の安全性向上を計るために、老朽化したチェアーの交換な
どが挙げられる。プリンターの印刷制御ソフトウェアの導入というと、学生ひとりひとりに印刷枚
数の制限を課すので、印刷用紙やインクの節約目的と思われがちだが、それよりも学生にコスト意
識を持たせる方が大切である。どの企業などの組織に属しても、コスト意識を持たずしての活動は
ありえない。そこでビジネス社会に踏み出す前に、本学学生には、是非とも適切なコスト意識を持っ
て社会に踏み出して欲しい。
また、情報処理室のリニューアルにおいて一部のチェアーしか入れ替えができなかった。そこで
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残った老朽化の目立つチェアーは、事故になってからでは遅すぎるので、早々に入れ替える必要が
ある。学生の安全確保の重要性は、言うまでもないだろう。
さらに教職員に対するサービス向上として、学外からの教職員ポータルへのアクセスや、学外か
らの電子メールの利用など早急に実施すべきと考えている。学外からの接続認証は、強固なセキュ
リティ確保が必要である。そこで銀行等で利用しているワンタイムパスワードの技術を用いて認証
するのが良いであろう。ワンタイムパスワードは、使い捨てパスワードであり通常１分おきにパス
ワードが変わるので、万一パスワードが盗まれても大事に至ることは極めて少ない。また、情報漏
えい対応として、教職員用パソコンのシンクライアント化も欠かせない。そして、ウィルスによる
被害や情報漏えいのことを勘案すれば、私用のパソコンと業務用のパソコンは、きっちりと物理的
に区別する必要がある。もし、私用のパソコンと業務用のパソコンを同居させていて、問題が生じ
たときその全責任は取れるだろうか。少しでも不安が残るのであれば、すぐにでも私用のパソコン
と業務用のパソコンを別けるべきである。
２）情報処理室及び情報処理機器を取り巻く間接的な課題と改善提案
直接的に情報処理室及び情報処理機器に関することではないが、これらを取り巻くところまで広
げてみると、ICT活用教育の推進（eラーニング）、セキュリティポリシーの策定、学生のみならず
教職員の意識改善などが課題として挙げられる。
まず、ICT活用教育の推進（eラーニング）であるが、eラーニング等の ICTを活用した教育に
関する調査報告書（2008年度)??によると、メリットとしていつでもどこでも学習ができるように
なったとか、学力向上に役立ち効果的な教育が実施できたなどのアンケート回答が寄せられている。
eラーニングを利用することで、繰り返し学習が可能になり、理解速度の個人差に対応できるし、万
一欠席せざる得ない状況になっても、あとからフォローできることから、このようなアンケート結
果になったのであろう。デメリットとしては、コンテンツ作成などで教員の授業準備の負担が増え
た、システムの維持管理に負担がかかったといった指摘に集約される。これらのデメリットに対し
て、eラーニングを運用する際のベースとなるラーニングマネジメントシステム（LMS）の活用す
ることで、いくらか負担を軽減できる。大学や短期大学でよく使われているラーニングマネジメン
トシステムとして、Moodleというフリーソフトがある。このソフトウェアは、フリーソフトである
と同時にオープンソースなのでソースコードが公開されており、必要に応じてユーザーの改変が自
由に認められている。システム構築の経験を有する職員がいる大学や短期大学であれば、導入から
運用まで外部ベンダーの手を借りずとも、実装が可能かと思われる。
セキュリティポリシーは、私立大学情報環境基本調査の中間結果??によると、私立大学で26％、私
立短期大学で30％しか作成していない。一方、内閣官房情報セキュリティセンターの調査??による
と、国立大学等の独立行政法人の場合は、既に77％に達している。さらに総務省の発表??では、都道
府県におけるセキュリティポリシーの策定は2004年には100％に達し、市町村におけるセキュリティ
ポリシーの策定は2006年には96％に達したとある。これらを比較すれば、私立大学のセキュリティ
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ポリシーの策定が、如何に遅れているかがわかるであろう。
さらに気になる事として、学生のみならず教職員のセキュリティに関する意識改善が挙げられる。
セキュリティポリシーの策定率が単に低いだけでなく、教職員に対してセキュリティの知識やノウ
ハウが充分に行き渡っていない。本学の身近なまずい事例として、学生などが出入りする部屋であ
るにもかかわらず、ノートパソコンの盗難防止としてのチェーンロックがされていなかったり、ス
クリーンセーバのパスワードをかけていなかったりするケースが見られた。これでは、教職員に対
してセキュリティの知識やノウハウが充分に行き渡っていないといわれても仕方があるまい。そこ
で、これを解決するには、教職員に対する教育や個別指導などが必要なだけでなく、場合によって
は、業務監査やシステム監査といった強制的な手法で、対応することを検討しなければならない。
６．おわりに
情報処理室のリニューアル後の学生アンケートなどから、前述のようなさまざまなことが判明し
た。これらを教訓にして、情報処理室及び情報処理機器についての、今後の運営に関する課題とそ
の対策案に活かす必要がある。今後も引き続き、学生本位のサービス向上、教職員の日常業務の合
理化を目的として、学内委員会を中心に、改善提案の実現を目指したいと考えている。
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